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文責：男子U15コーチ　武田　涼

校閲：チームリーダー　馬場治男

Country RESULT Country

男子ホッケーU15日本代表チーム_2026オランダ遠征

日    付 2026/08/26

場　　所 HMHC Saxeaburg 天      候 晴

試    合 第４戦 通算結果 ４勝

UCHIDA SHUHEI Diet Hornsveld

日本

3

-

2

オランダ
JAPAN - Pinoke
U15 - U１６

-

Name Name

TETSUKA　HARUKU(GK) Hidde van Montfoort(GK)

USHIKUBO KOA(AC) David de Boo

MORIMOTO  KEIJI(AC) Desmond Des

FUJITA　RENSUKE Faas Fockema Andreae

SAEKI　KAZUYA Pieter Foolen

TAKIZAWA　ASUTO Clint Hall

SEKI　YUSUKE Lucas Michels

NAKANO　YUGA Valentijn Nooij

ABE　HARUKI Jesse Nowee

MIURA　YOTARO Joshua Schreuder

TAMURA　SHOTA Tycho Selier

OIKAWA MATOI Floris Temmerman

KUROKO　JIEI(C) Tijn Verhelst

KISHIDA EITO Tobias Vlek

UMEMOTO　YOSHIHARU

KAGEYAMA　YUHEI

Diet Hornsveld １−２

Name Score Name Score

TAMURA　SHOTA １−０

Tycho Selier １−１

HeadCoach SONEHARA　RYUTA HeadCoach Bob Cleophas

Manager BABA　HARUO Manager Bjorn van der Dussen

Umpire Umpire

３−２

日本
シュート数 Pinoke

U16PC数

KUROKO　JIEI ２−２

KUROKO　JIEI

第1Q 6分、中盤でボールを奪った＃11安部の鋭いリバースパスを＃13田村がタッチシュートで合わせ、見事な先制点を挙

げる。9分、相手の右からの回り込みを許し、＃24にプッシュシュートを決められ同点とされる。11分には＃9関のパスを受け

た＃12三浦がPCを獲得するものの、ストップミスにより決め切ることができず、１−１の同点で第1Qを終える。

第2Q 16分、高い位置からのフルプレスでボールを奪うと＃17梅本がシュートチャンスを迎えるが、決め切ることができな

い。すると17分、再び相手の右からの回り込みから折り返したパスを＃7に決められ、勝ち越しを許してしまう。20分、相手の

隙を突いたフルプレスからボールを奪い直し、＃10中野がドリブル突破からリバースシュートを放つも、わずかにゴール右

へと外れる。21分にも右サイドの崩しから＃15黒子がリバースシュートを狙うが決めきれず、１−２とリードを許したまま前半

を折り返す。

第3Q 24分、＃16岸田が奪ったボールを左に流れて受けた＃13田村がリバースシュートを放つが、バックスティックの反則

を取られる。28分にPCを取得し、一度はストップミスとなるものの、カバーからの左45度へのパスを受けた＃13田村がリ

バースヒットでゴールを狙ったが、バックスティックの反則となる。30分、＃18景山が右サイドからドリブルで切り込み、左か

ら駆け上がった＃10中野を経由して＃15黒子がスポット付近からリバースシュートを放つが相手GKに阻まれる。それでも

34分、前線からのプレスからPCを獲得すると、＃15黒子がゴール左下に鮮やかなフリックシュートを叩き込み同点に追いつ

く。さらに36分、サークルトップの混戦から抜け出した＃15黒子がリバースシュートを決め、３−２と逆転に成功する。

第4Q 42分、中盤からのパスを受けた＃15黒子がGKと1対1の絶好の機会を迎えるが、決め切ることができない。43分、素

早いリスタートからPCを獲得するもバリエーションを決め切れず、逆に相手の高速カウンターからPCを与えてしまうが、ここ

は＃1手塚が失点を防ぐ。46分、右サイドへ展開されたボールから＃18景山が鋭いセンタリングを送ると、ゴール前へ飛び

込んだ＃14及川がタッチシュートするが枠を捉えることができない。試合はこのまま終了し、３ー２の逆転勝利でこの遠征を

４戦全勝で終えた。

なお、この試合は会場等の都合により12分４Qによるテストマッチとなった。


